
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
オーディオビジュアル再生システムであって、
オーディオビジュアル再生装置を備え、
該オーディオビジュアル再生装置は、マイクロプロセッサと、ユーザによる要求に応答し
て再生装置で演奏されることができるオーディオビジュアルアイテムを記憶するメモリと
、ビデオ表示のための表示部と、オーディオを提供するオーディオ装置と、再生装置がオ
ーディオビジュアル分配ネットワークと通信することを可能にする通信システムと、マイ
クロプロセッサ、表示部、オーディオ装置、および通信システムの同時動作を可能にする
マルチタスク システムとを含み、
前記再生装置は、再生装置がシステム登録機能を実行することを動作できる登録モードと
、再生装置がユーザによって選択されたとき前記オーディオビジュアルアイテムを演奏す
るために動作できる とを備え、
前記分配ネットワークを通して前記再生装置によってアクセスされることができるサーバ
が、前記再生装置の遠隔にあり、前記サーバが、前記再生装置と通信している間に登録プ
ロセスを実行することによって、前記再生装置を登録するために動作可能であり、
前記再生装置が前記サーバによって登録されていないとき、前記再生装置は、前記登録モ
ードにおいてだけ動作し、前記登録モードにあるとき、前記再生装置は、前記オーディオ
ビジュアルアイテムを演奏する動作ができず、および
前記再生装置が前記サーバによって登録されたとき、前記再生装置は、
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において動作する、オーディオビジュアル再生システム。
【請求項２】
前記サーバによる前記登録が、所定の時間期間についてだけ有効であるように、前記再生
装置がさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記再生装置は、前記所定の時間期間が終了する前に、前記サーバと新しい登録プロセス
を自動的に試みるよう動作可能である。請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
前記新しい登録プロセスが、前記サーバによって前記再生装置が再登録される結果になら
ないなら、前記再生装置が、 を出て、前記登録モードに入るように動作
可能である。請求項３に記載のシステム。
【請求項５】

が、前記再生装置に関するオーディオビジュアル分配システムとして動
作し、前記再生装置が、前記再生装置で記憶し演奏するために、前記 か
らのオーディオビジュアルアイテムを要求し受信するように動作可能である。請求項１に
記載のシステム。
【請求項６】
複数の前記オーディオビジュアル再生装置をさらに含み、各オーディオビジュアル再生装
置が、前記 で動作するために、前記サーバに登録を独立して要求するように
構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
前記登録が、所定の時間期間に関してだけ有効であり、前記所定の時間期間が終了したと
き、前記再生装置を、前記 から出て前記 に入らせるように、前記
再生装置が動作可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
ユーザが オーディオビジュアル再生
システムで演奏するためのオーディオビジュアルアイテムを選択することができる、オー
ディオビジュアル再生システムを動作する方法であって、
オーディオビジュアル再生システムで演奏されることができるオーディオビジュアルアイ
テムを記憶するメモリを有するオーディオビジュアル再生システムを提供し、前記再生シ
ステムは、再生システムがシステム登録機能を実行することを動作可能な登録モードと、
再生システムがユーザによって選択されたとき前記オーディオビジュアルアイテムを演奏
することを動作可能な とを備え、
前記再生システムによってアクセスされることができるサーバを、前記再生システムの遠
隔に提供し、前記サーバが、前記再生システムと通信している間に登録プロセスを実行す
ることによって、前記再生システムを登録するために動作可能であり、
前記再生システムが前記サーバによって登録されていないとき、前記再生システムは、前
記登録モードにおいてだけ動作し、前記登録モードにあるとき、前記再生システムは、前
記オーディオビジュアルアイテムを演奏する動作ができないように構成され、および
前記再生システムが前記サーバによって登録されたとき、前記再生システムは、前記

において動作するように構成される、オーディオビジュアル再生システムを動作
する方法。
【請求項９】
前記サーバによる前記登録が、所定の時間期間についてだけ有効であるように、前記再生
システムを構成することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
前記再生システムを、前記所定の時間期間が終了する前に、前記サーバにより新しい登録
プロセスを自動的に試みるようプログラムすることをさらに含む、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
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前記新しい登録プロセスが、前記サーバによって前記再生システムが再登録される結果に
ならないなら、前記再生システムが、前記運転中モードを出て、前記登録モードに入るよ
うプログラムすることをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
前記 を、前記再生システムに関するオーディオビジュアル分配システム
として使用することをさらに含み、前記再生システムが、前記再生システムで記憶し演奏
するために、前記 からオーディオビジュアルアイテムを要求し受信する
ように動作可能である、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
複数の前記オーディオビジュアル再生システムを提供することをさらに含み、各オーディ
オビジュアル再生システムが、前記 で動作するために、前記サーバに登録を
独立して要求するように構成される、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
前記登録が、所定の時間期間に関してだけ有効であり、前記所定の時間期間が終了したと
き、前記再生システムを、前記 から出て前記 モードに入らせるように、
前記再生システムを構成することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
本発明は、聴取料支払により起動するオーディオビジュアル再生システムに関する。
このようなオーディオビジュアル再生システムは通常、喫茶店またはパブなどで見かける
ものである。実際にはこの種のシステムは、ビデオ画像またはビデオクリップの表示を行
うモニタを結合された通常ジュークボックス（ juke-box）と呼ばれる音声再生機械から成
る。ジュークボックスはこのために、ビデオコンパクトディスク再生装置とビデオコンパ
クトディスク保管部とを備え、選択する曲の題名を示すプリセットボタンを含む。適切な
聴取料の支払いの後、単数または複数のプリセットを行うことにより、システムの起動が
許可され、選択された曲があるディスクが再生装置内に自動的にロードされ、所望する音
声映像の再生を開始することができる。
これらのシステムは忠実かつ高品質な再生が可能であるものの、大きな欠点を有する。第
一の欠点は、ディスクの保管のために必要な体積に関するものであり、結果として、シス
テムは大寸法となり従って空間占有体積が大きい。また、複雑な技術を利用する特に機械
的機器を使用するこれらのシステムは顕著な故障率を示すので、別の欠点となる。また、
ディスクの全曲が定期的に聞かれるのはまれであり、ほとんど聞かれない曲もあるが、か
と言って取り除くことはできない。この欠点に加え、これらのシステムの管理および販売
を行う会社は有限数の同一ディスクを流通させ、その顧客間である種のローテーションを
強いることによる別の欠点があり、そのため顧客は、ディスクが入手できない時に不愉快
な待機が必要となることがある。
本発明は、従来技術のシステムが示すさまざまな不都合を直すことを目的とし、高水準の
性能と再生品質を持続しながら、タイトルのレベルでの記憶、ならびにそれぞれ聴かれな
いまたは希望するタイトルの容易な除去または挿入を可能にする、実行が実用的で、外ま
わり寸法が小さくて信頼度の高い、インテリジェントディジタルオーディオビジュアル再
生システムを提唱するものである。
このために、前文に述べたオーディオビジュアル再生システムは、これが支払い装置に連
絡するマイクロプロセッサ装置の周りに作られており、このマイクロプロセッサ装置は一
方では、とりわけ利用すべき画像情報および音声情報をディジタル形式でストックするた
めの記憶手段を主として包含し、他方では、インタフェースを介して映像化手段と音声再
生手段とに接続され、これらの手段によってマルチメディア環境を作ることが可能になり
、この全体が、記憶手段中に統合されたツールおよびサービスライブラリを含むマルチタ
スクオペレーティングシステムによって管理されるという点が注目される。
こうして、利用すべきオーディオビジュアル情報はすべてディジタル化され、記憶機構中
にストックされ、したがってこれらを高い信頼度で再び読み取ることができ、それによっ
て、本発明によるオーディオビジュアル再生システムは高い性能を示すことができる。新
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しいタイトルを容易に記憶機構中に入力することができ、また同様に、ほとんど聴かれな
いタイトルをやはり容易に記憶機構から取り除くことができる。選択曲とともに、該当す
るアルバムの表紙をも、後で画面表示するためにディジタル化された形でストックするこ
とができる。最低３５０～４００個のタイトルをストックする記憶手段が設けられ、これ
らの記憶手段を何ら困難なく拡張することができる。単純であること、およびオーディオ
ビジュアル情報再生用のシステム中に機械的エレメントがないことが、結果として故障率
を著しく減少させ、これによってメンテナンスの費用が安くなり、介入が確実に最小限に
抑えられる。さらに、１セットのツールとサービスを包含するライブラリを含むマルチタ
スクオペレーティングシステムは、これが記憶手段中に統合されていること、およびこう
してもたらされる高い柔軟性によって、利用が非常に著しく容易になる。特にこのおかげ
で、音の再生、画像表示すなわちグラフィック表示、およびビデオアニメを同時に簡単で
能率的なやり方で管理して、マルチメディア環境を作り出すことが可能である。その上、
オーディオビジュアル情報がディジタル化されて記憶手段中にストックされるので、従来
のオーディオビジュアル再生システムの場合より著しく小さな場所が使用され、したがっ
て本発明によるシステムの外まわり寸法は際立って小さくなる。この状況において、シス
テムが置かれる枠組みの寸法は非常に小さくなり、また全体のコストも著しく低下する。
もちろん枠組みの外形は容易に施設の性状に適応可能である。
有利なやり方で、オーディオビジュアル再生システムはインタフェースを介してさらに遠
隔通信モデムに結合され、それにより前記システムは、遠隔通信モデムと遠隔通信リンク
とにより、オーディオビジュアル再生システムがオーディオビジュアル情報配給ネットワ
ークに接続され、この遠隔通信機能も、記憶手段内に組み込まれたツールおよびサービス
ライブラリ内に含まれる、マルチタスクオペレーティングシステムにより管理される。
したがって、所有者形式のオーディオビジュアル情報分配ネットワークへの接続は、本シ
ステムの記憶手段における希望のタイトルの返還と準直接挿入を許し、遠隔通信連絡は高
速形式であることが好ましい。もちろんマルチタスクオペレーティングシステムは、マル
チメディア環境の創造を許しながら、同時に衝突することなくツールおよびサービスライ
ブラリ中に含まれる遠隔通信サービスの使用を可能にする。
注目すべきやり方で、システムは、予め決定された不使用期間の後に自動的かつ周期的に
作動させるための遅延時間を困難なく備えることができ、この遅延時間機能は記憶手段中
に記録され、マルチタスクオペレーティングシステムによって管理される。部分的または
完全なオーディオビジュアル再生のための、このような自動的周期的作動によって、顧客
の関心を引きつけ顧客を刺激し、したがって収入を増加させることが可能になる。
独特なやり方で、記憶手段中に利用可能なオーディオビジュアル情報に関するタイトルの
カタログが該当料金と共にストックされ、タイトルの選択は、選択されたタイトルに関す
る料金の累積を行う内部処理を自動的に引き起こす。こうして、厳密に料金の計算と確認
を行うシステムが提供される。
同じように、タイトル選択の各々は、表示可能な使用統計を実施するために統計化され、
予め決定された機能を呼び出すことによってディスプレイが始動される。予め決定された
機能を呼び出した後に、様々な使用の統計報告を表示システムの運用者または所有者に対
して表示することができ、このことは、運用者または所有者を保存すべきタイトルまたは
取り除くべきタイトルの選択に導くことを可能にする。支払われ、そして正確な方法で統
計化された料金に関する受領は、キーを使用してシステムの運用者または所有者によって
回収される。
しかし、限定されないやり方で、オーディオビジュアル再生システムは好ましくは次に列
挙され参照されるハードウェア要素を使用する。
使用するマイクロプロセッサ装置は高性能ＰＣコンパチブルシステムであり、実施時は、
記憶手段および以下の仕様を有するインテル８０４８６ＤＸ／２型のシステムを採用した
。
－　Ｖｅｓａローカルバスとのコンパチビリティ
－　プロセッサのキャッシュメモリ：２５６ｋＢｙｔｅ
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－　ＲＡＭ：３２Ｍｂｙｔｅ
－　高性能シリアルおよびパラレルポート
－　マイクロプロセッサＳＶＧＡ型グラフィックアダプタ
－　ＳＣＳＩ／２型バスコントローラ
－　自動給電（ auto-alimentee）スタティックＲＡＭ
映像化手段は、主として下記の要素からなる。
－　高解像度、低放射線の、非インターレースＳＶＧＡ型１４インチ（３５．５６ｃｍ）
平画面ビデオモニタであり、画像（例えば、選択曲のアルバムの表紙）、グラフィック、
またはビデオクリップの再生のために使用されるのはこのモニタである。
「先進表面波技術（ technologie avancee d'onde desurface）」を使用するガラス被覆パ
ネルおよびＡＴ型バスコントローラを含むＥｌｏ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎｃ
，．社の１４インチ（３５．５６ｃｍ）「Ｉｎｔｅｌｌｉ　Ｔｏｕｃｈ」タッチスクリー
ンである。このタッチスクリーンにより、顧客が使用する種々の選択情報、ならびにシス
テムの管理者または所有者が使用する制御および管理チェック情報が表示される。このタ
ッチスクリーンは、キーロックによって管理されるキーボードコネクタを有するシステム
に接続することができる外部キーボードと組み合わせて、メンテナンスの用途にも使用さ
れる。
同様に記憶手段の一部をなして、高速で高能力のＳＣＳＩ型ハードディスクを使用するス
トックモジュールは、マイクロプロセッサ装置中に既に存在する記憶手段に接続されてい
る。これらのモジュールはオーディオビジュアル情報をストックする役目をする。
オーディオビジュアル情報分配ネットワークとの連絡を可能にするために、２８．８ｋ／
ｂｐｓの高速遠隔通信モデムアダプタが統合されている。
選択曲の音声情報を再生するために、システムは、統合され増幅されるスピーカを含み、
そしてＣＤ（コンパクトディスク）型の品質を有する出力部を供給しながら、多数の入力
源をサポートするために準備された音楽シンセサイザ型の商用電子カード、特に
－　 Creative Labs Inc.の「サウンドブラスター（ Sound Blaster）」カード形式ＳＢＰ
３２ＡＷＥのマイクロプロセッサ式マルチメディア音声アダプタ
を備えている。
２４０ワットの通気式の熱調節された電源がシステムにエネルギーを供給する。この電源
は過電流と過剰振動に対して保護されている。
オーディオビジュアル再生システムおよび特にマイクロプロセッサ装置は、遠隔操作によ
っても構成可能で、このために次の機器が使用される。
－　マイクロプロセッサシステム用として１５個の制御キーと投射装置として８個の制御
キーとを有する発信器であるＭｉｎｄ　Ｐａｔｈ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．
社の赤外線リモートコントロールと、
－　Ｍｉｎｄ　Ｐａｔｈ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．社のシリアルアダプタ付
き赤外線受信器とである。
Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｒｅｊｅｃｔｏｒｓ　Ｉｎｃ．，社の聴取料支払い装置もシステムに
統合される。また、硬貨、札、メダル（ jeton）、チップ磁気カード、あるいは複数の支
払い手段の組合せなどあらゆる支払い方法による受領ができる全く別の装置を使用するこ
とも可能である。
システムを収納するために、カスタム化が可能な外側装飾をもつ鋼鉄製シャーシまたはベ
ッドがさらに設けられる。
これらの要素の他にも、無線マイクロフォンがシステムに含まれこのシステムを、高出力
一般向け連絡情報システム、あるいは場合によってはカラオケマシンに変えることができ
る。また、システムは無線スピーカシステムを使用することもできる。
遠隔制御により例えばカウンタの後方から、
－　マイクロフォンの入／切スイッチ
－　スピーカのミュートスイッチ
－　音量の調節スイッチ
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－　演奏中の音楽選択のキャンセルスイッチ
などのコントロールにアクセスしそれらを制御することができる。
オーディオビジュアル再生システムの利用のために開発または使用されるソフトウェアの
選択は、ユーザーにとって大いに使い易いことの方に自発的に向けられてきた。この観点
から前記のシステムの特徴をすべて、音声合成援用システムとの協同による簡単な直接使
用のグラフィックタッチスクリーンを介して制御することができる。
このために、注目されるやり方で、制御と支援のために使用されるタッチスクリーンの上
では、少なくとも四つの制御パネルを選択することができる。すなわち、顧客が希望する
タイトルを検索し選択するのを助けるために開かれるタイトル選択の第一パネル、音量、
低音部、高音部の調節、またはビデオモニタ上のパノラマ（ panoramique）の制御のため
の管理制御用の第二パネル、システムの運用者または所有者が利用可能なタイトルを注文
し返還するために、オーディオビジュアル情報分配ネットワークを通じて前記タイトルを
含むデータベースを利用できるようにするための、個人使用タイトルデータベース走査の
第三パネル、およびタイトルに関する統計的な評価と計算のための、個人使用統計の第四
パネルである。
顧客による楽曲の選択は、タイトル、作者名、部類などの種々の選択基準によって利用可
能なタイトルを通じた走査といった容易性を有するこのグラフィックインタフェースが在
ることによって、大幅に単純化される。さらにまた、楽曲が選択されると、それが属する
アルバムの表紙が、楽曲の作者、楽曲の長さ、アルバムの商標といったようないくつかの
統計データと同時に表示されることが可能である。
この目的で、広くマルチメディア環境のオーディオビジュアル領域を指向するツールおよ
びサービスライブラリの周囲に、システムの運用ソフトウェアがつくられた。このライブ
ラリは、多くのコードフラグメントを効果的に同時実行することができる高性能マルチタ
スクオペレーティングシステムを含むのが有利である。この運用ソフトウェアにより、表
示手段および音声再生手段上で行われる操作を、コンフリクトが一切おこらないようにし
て整然と同時実行することができるとともに、配給ネットワークを通して遠隔通信リンク
の管理を行うことができる。さらにこのソフトウェアは高い柔軟性を有する。それは、こ
のソフトウェアが、前に利用できなかった下記のオプションを設備の所有者が利用できる
ようにするからである。
－　ＦＭチューナなどの補助ソースへ、その主要機能が非活動のときには自動的に後退さ
せること、
－　音量の遠隔制御、
－　楽曲の取消しまたはスキップ、
－　告示を行ったり、システムをカラオケ装置に変換するための、既存の音の上へのマイ
クロフォンの重ね合せ、
－　出力の強度に関する増幅器の制御、ステレオの左右のバランス、低音周波数または高
音周波数の調節、
－　システムが非活動のときの、調節可能間隔でのオーディオビジュアル再生の自動的始
動。
有利なやり方で、オーディオビジュアル情報分配ネットワークは、本発明によるシステム
の環境の統合部分をなし、そしてシステムの運用者または所有者が、例えば下記のような
新しい強力な可能性と便利さとを利用できるようにする。すなわち、
－　遠隔技術支援。小さな機能不良の問題のためにシステムの運用者または所有者を支援
したり、もっと大きな問題のために故障や欠陥構成部分の位置判定で技術者を支援する。
－　セキュリティ管理。各システムは、記録番号の形でローカル制御システムの機能動作
を許す同意信号を取得するために予め確立された一時的図式にしたがって、前記のローカ
ル制御システムと関係を持つ。さらに、不正が確証された場合またはシステムが分配ネッ
トワークを通じて通信できなくなった場合には、システムはその機能動作を自動的に停止
する。
－　楽曲とアルバム表紙の取得。システムの運用者または所有者は、選択データベースを
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利用して楽曲を選択し取得することができる。楽曲とアルバムの転送および利用可能なタ
イトルのリストへの統合は、非常に短い期間内で実施される。
－　システムの改良。システムの利用ソフトウェアに関する大小の問題の矯正メンテナン
ス、改善すなわち改良は、分配ネットワークを通じての遠隔通信連絡によって可能になる
。これらの変更を分配ネットワークのいずれかのシステムに転送するには、わずか数分し
か必要としない。
－　統計収集。システムへの統計および内部データのすべては、分配ネットワークを通じ
てコンパイルされるために迅速に入手可能であり、これらの統計によって、売買のあらゆ
る状況を具体的かつ効果的に分析することができる。
－　インボイス作成（ facturation）。分配ネットワークは、ユーザーが行った支払いの
後にシステムによって受け取られた金額を記録したシステムを自動的に呼び出し、システ
ムの運用者または所有者が分配ネットワーク協会に支払わなければならない著作権使用料
を計算し、そして適切な会計報告書を作成する。
－　商品化と促進。タイトルの納入者の要求によって、促進の目的で、タイトルの高忠実
度ディジタル再生が、分配ネットワークを介して数時間でシステムの運用者または所有者
に入手可能である。
分配ネットワークを通じて入手可能になる選択曲のディジタル化は、標準データ様式ファ
イルを供給して、市販の様々なソフトウェアツールの支援によって実施される。
ディジタル化されたオーディオビジュアルデータは、標準圧縮を使用するフォーマット中
にストックされる。システムは、選択曲を解凍し再生されている間に記憶手段中にストッ
クし、こうして、遠隔通信リンクを介する転送のときに遅延時間を最適化しながら、選択
曲をストックするために必要な記憶空間を著しく小さくすることができる。
各選択は、二つのディジタルフォーマット、すなわちＨｉ－Ｆｉ品質またはＣＤ品質のフ
ォーマットによって利用可能である。このことは、必要な記憶空間と、施設における有効
騒音レベルと品質の要求に依存する要求される再生品質との間の、有利な均衡を許すもの
である。
添付の図面は例示のためで限定的なものでないが、この図面を参照する次の説明によって
、本発明がどのように実現されるかがよく理解されよう。
唯一の図は、タスクの特定サービスモジュールを明らかにし、マルチタスクオペレーティ
ングシステムによって管理される流れ図を示し、これらのモジュール全体は記憶手段中に
ストックされたライブラリ中に含まれている。
この流れ図を説明し読む前に、個別に記載されたこれらのモジュールはすべて順次に使用
されるように見えるが、実際にはこれらのモジュールの特定タスクは、マルチタスクオペ
レーティングシステムを使用する環境においては同時に実行される、ということに注目す
ることが大切である。したがって、この流れ図は、一つのモジュールが実施すべき特定の
オペレーションを示し、他のモジュールによって実施されるオペレーションのすべてを無
効にすることになる、このモジュールへの分岐は示さない。
ＳＳＭの符号を付した第一モジュールはシステム起動モジュールである。このモジュール
は一つのサービスしか供給しない。従ってこのモジュールはシステムの電源入り時に自動
的にロードされる。システムが正しい登録番号で起動されれば、システムは直接、ＲＭＭ
の符号を付したモジュールの「運転中」モードに入る。
ＲＥＧモジュールは、最初に起動された時あるいは新規登録のための承認が必要な時、ソ
フトウェアのシリアル番号を示し、ユーザがその会社名、住所、電話番号などの連絡先を
入力するよう要求する登録モードモジュールである。システムが記録されていないときに
は、このシステムは記録のためにのみ機能し、システムを活動化するように、必要な適切
な情報を運用者に供給する。ひとたびユーザが必要情報を取り込み終えると、システムは
予め決められた記録期間だけシステム自体を記録することにとり掛かり、それからシステ
ム自体は完全に活動化される。記録期間が時間切れになる前に、システムは、分配ネット
ワークを通じて情報サービス機関への遠隔通信リンクの確立を試みる。接続が確立された
場合には、システムはその記録をそのソフトウェアシリアル番号とともに更新し、顧客に
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よってもたらされたユーザ追加情報を情報サービス機関へ供給する。システムが連絡の確
立とその記録の更新ができる前に、記録期間が時間切れになって場合には、システムは、
形成可能な恩恵期間が時間切れになった後に無効化され、メッセージ「機能作動する状態
にない」を送る。運用者が自分のキーを挿入すると、この運用者はシステムの記録のため
にガイドされる。遠隔通信リンクの問題または電話線の故障が突発した場合に、電話を使
用してシステムを記録することが可能である。システムが遠隔通信ネットワークを通じて
、または分配ネットワークセンターへの電話による呼出しによって記録され活動化される
と、システムは、他の記録期間中に「ユーザ」モードおよび（システムのメンテナンスの
ための）「運用者」モードの二つのモードで完全にオペレーション状態になる。
ＲＭＭモジュールは、システムの登録番号が有効化された時点でシステムが入る動作モー
ドである「運転中」モードのモジュールである。このモードではシステムは、例えば、
－　画面に触れる顧客：顧客またはユーザが画面に触れると、システムはフォワグラウン
ドのセッション（ session depremier plan）の制御を顧客選択および検索モードのＣＢＳ
Ｍモジュールに移す。
－　遠隔通信ネットワークのサーバ呼び出し要求：システムは、電話回線上でループを検
出すると、バックグラウンドの非同期手順、すなわちＴＳＭモジュールのテレコムサービ
スモードを発信する。
－　キースイッチに関する要求：管理者がキースイッチを回すと、システムはそのフォワ
グラウンドセッションの制御を管理モードＭＭＭモジュールに与える。
－　リモートコントロールの信号の受信：あるコマンドが受信されると、そのコマンドは
システム制御ＳＣＭモジュールによってバックグラウンドセッション内で処理される一方
、他の作業のためにフォワグラウンドセッションは依然として使用可能である。
－　システムの非動作を示すタイマ時間終了の出現：種々のタイマのうちのいずれかが作
動すると、制御が臨時処理用の非動作ルーチンＩＲＭモジュールに渡される。
のようにあらかじめ定義された種々のイベントによって起動することができる要求を操作
する準備ができている。
システムは前記に記載のイベントのうちの一つが発生するまで「運転中」モードのままで
ある。
ＩＲＭモジュールは非動作ルーチンのモジュールである。このモジュールは、所定の機能
を実行するルーチンを含む。システムが非活動状態にあり、遅延時間に相当する予め決定
されているが調節可能な期間が過ぎると、このモジュールはこれらのルーチンを呼びだす
ことができる。システムが処理することのできる後で述べる機能リストは、もちろん限定
的なものではなく、増大することだけは可能である。さらに、分配ネットワークのどのシ
ステムにも追加されることが望まれる新しい機能が、常にまたこれらがソフトウェア改良
遠隔制御サービスを使用して作られるとすぐに、極めて容易に存在可能であることに注目
すべきである。例えば、システム全体の管理に関して、またはただ単に所定のシステムの
ために、必要が認められたときには、システム一つはこのような機能を提供し追加するこ
とが可能である。システムによって提唱された機能のいくつかは次の通りである。
－　アルバムの存在またはそのアルバムのシステム内への将来の統合を告示するための、
アルバム表紙の表示。システムは、要求された持続時間中アルバム表紙を示す告示画面を
表示する。顧客の関心を引くように、各アルバムの表紙について、例えばパノラマ、拡大
ズーム、縮小ズームの様々な効果を使用することができる。
－　システム中に存在する楽曲の部分放送。この場合に、運用者は特定の持続時間中に放
送される楽曲を管理し見本を採取し、画面の上で前記の楽曲をアルバムの表紙の表示に対
応させることができる。
－　内部プロモーションの目的での選択曲の完全再生。運用者は決定された非活動期間を
課することができ、この期間の後に、無作為に選択された選択曲が完全に再生される。し
たがって、この期間の終りに、選択曲はシステム中にでたらめに取り込まれ、それから料
金を支払うことなくそっくり全部演奏される。
－　外部プロモーションの目的での音声の再生。このオプションは、前記と同じ方式で機

10

20

30

40

50

(8) JP 3679416 B2 2005.8.3



能するが、これはシステムがプロモーション選択曲の演奏を受け入れることを許し、この
選択曲のために３分の１が支払われ、そして選択曲は遠隔通信ネットワークを通じて自由
に分配されるという点が少し異なる。
－　新しい選択曲の言葉によるプロモーション告示。このオプションによって、システム
中に新たに追加されたか、または近い将来に追加されるべき選択曲のプロモーションを、
システムに統合されたスピーカーを通じて言葉を使って行うことができる。
－　補助ソースへの後退。運用者は、システムが非活動状態にあるときには、好きなだけ
システムに補助ソースへの後退を行うように要求することができる。例えば、このオプシ
ョンが活動化され、ＦＭチューナーがシステムの入力部に接続され、そしてシステムが非
活動であるときには、決められた非活動遅延時間が時間切れになった後に、このシステム
はその補助ソース入力部をその主要出力部に向ける。
ＳＣＭモジュールはシステム制御モジュールである。このモジュールにより、赤外線リモ
ートコントロール装置が要求する入力をシステムが受け入れるよう命令する機能を実行す
ることができ、これらの機能は、現在実行中のプロセスを停止することなくすぐに処理さ
れる。非常に多くのこのような機能が可能であるので、そのうちのいくつかを非限定的な
例として以下に列記する。
－　演奏選択曲の音量の調節
－　演奏補助音源の音量の調節
－　マイクロフォンの入／切制御
－　マイクロフォンの音量の調節
－　バランス、右側音量、左側音量の調節
－　低音の周波数のレベルの制御
－　高音の周波数のレベルの制御
－　音楽選択曲の範囲のキャンセルまたはスキップ制御
－　パノラマ効果、前側ズーム、後側ズームの制御
－　ソフトウェアプログラムにリセット起動
ＭＭＭモジュールは管理モードモジュールである。このモジュールは、管理者によってキ
ースイッチが回された時に起動される。通常の画面に代わって、システムの管理に特有な
画面が表示される。この新しい表示により、管理者はリモートコントロールで実行可能な
設定を全てチェックすることができる。また、管理者は、例えばリモートコントロール上
で有効化または無効化すべきコマンドを定義することができる下位追加コマンドの制御を
行うこともできる。また、システムの各出力源について、リモートコントロール上で使用
可能な範囲を定義する限度となる上位および下位の最大値を定義することもできる。管理
者はこの画面から、タッチスクリーン上に示されるボタンに触れることにより、新規選択
入力モードにアクセスすることができる。管理者がこれらのコマンドおよびシステム構成
を定義し終えたら、キーを抜くだけで、システムは自動的に「運転中」モードに復帰する
。
ＮＳＡＭモジュールは新規選択入力モードモジュールである。このモードが活動化される
と、新しい制御画面が現れる。このモードは、選択曲のタイトルの探索または迅速で能率
的な取得に関して運用者を支援するために準備されている。このために、画面は例えば下
記のような種々のオプションを提供する。
－　タイトルによる探索、
－　アーチストによる探索、
－　類別（ポップス、ロック、カントリーなど）による探索、
－　アルファベット順の選別、
－　放送日時による選別。
運用者は、単に画面の上で標示をチャージするために触って、利用可能なタイトル全体を
走査して、これらを選択することができる。いったん選択が行われて運用者がモジュール
から離れると、システムは、バックグラウンドに戻るために選択リストを処理用遠隔通信
サービスモードモジュールに自動的に送り、それからフォワグラウンド制御によって管理
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モードに戻る。
ＣＢＳＭモジュールは顧客選択および検索モードモジュールである。このモジュールへの
アクセスは、画面上の触知手段で、「運転中」モードから起動される。顧客が画面に触れ
たとき、画面表示は、表示によりユーザは曲の選択における案内をするためのデジタル化
音声メッセージ支援強力検索のために用意されたメニューを視覚化することができる。
ＴＳＭモジュールは、遠隔通信サービスモードモジュールである。このモジュールにより
、配給ネットワーク上で使用可能な管理サービスを全て管理することができる。遠隔通信
に固有なタスクは全て、システムのバックグラウンドタスクとして管理される。これらの
タスクは常に、システムがそのフォワグラウンドタスクを全て終了した時点で残っている
処理時間の部分のみを使用する。従って、システムがより優先度の高いタスクのうちの一
つに占有されると、遠隔通信タスクは、システムのリソースに関する制約を自動的に軽減
しようとするとともに、まだ使用可能なマイクロプロセッサの処理時間を回収しようとす
る。
このモジュールによって管理されるタスクのいくつかを次に列挙する。
－　音声または画像の情報の転送、
－　選択曲のための料金の自動化された会計、
－　選択曲の使用の会計
－　統計資料集
－　システムに関する判断
－　システムのセキュリティ（保全性）
－　選択曲の在庫チェック、
－　構成のチェック
－　ソフトウェアプログラムの改良
モジュールＳＳＣはシステムのセキュリティ管理モジュールである。このモジュールはセ
キュリティの運用管理を保証し、各システムは、この機能動作を許す記録番号の形の同意
信号を取得するために、予め確定された一時的図式にしたがって、ローカル管理システム
と関係をもつ。さらに、不正が確認された場合や、またはシステムが分配ネットワークを
通じてもはや通信できなくなった場合には、このシステムは自動的に機能動作を停止する
。
結論として、本発明によるオーディオビジュアル再生システムは、今見てきたように、従
来技術によるシステムと比較して多数の利点を有する。コンピュータを使用することがで
きるこのシステムは、どのような選択曲もそのオリジナルの品質を維持してストックおよ
び再生することができる。このシステムによって、簡単で能率的な方法で、ディスク、レ
ーザディスクなどの装填アームのような故障発生源であった従来技術の複雑で精巧な機械
装置と電子装置を取り替えることができ、こうしてメンテナンス費を著しく低下する。こ
れは単純で容積が小さい。このシステムの運用者または所有者は、望みのタイトルだけを
注文するので、選択曲のタイトルを効果的に管理することができ、したがって、ふだん少
数のタイトルしか持たずそして顧客にローテーションを押し付ける分配業者を通すことが
避けられる。この場合、ＣＤアルバム全部ではなく特定のタイトルだけしか持たなくても
よく、安価となり、これによって管理費を著しく低減することができる。また対話方式の
ビデオ統合モジュールによって、このシステムをプロモーション目的に、市場調査の目的
に、またはカラオケ機械としても使用することができる。結局、マルチタスクオペレーテ
ィングシステム使用によって、実行されるタスク全体の衝突なしに同時管理が許され、こ
れが大きなる利点となる。
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